
第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（定番の基本問題） 

電波は 1秒間に約 30 万 km 伝搬しますから、衛星の高度である 36000kmを往復するのに約 0.24 秒必要です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★（定番問題です） 

マイクロ波は、VHF 帯などの低い周波数に比べて伝搬特性が光に似ているため、地形や建造物、降雨・降雪な

どの影響を大きく受けます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5  

難易度★★★（何通りかの解き方がありますが、後回しでも仕方ない問題） 

キルヒホッフの法則、テブナンの定理、重ね合わせの原理など幾つかの解き方がありますが、敢えてここでは

解答選択肢から逆にたどって正解を探してみます。正攻法ではない裏技的な解き方です。 

もし仮に選択肢 1のように 2.4Aだとすると、2Ωの両端の電圧はオームの法則から 4.8V です。すると、24Vの

電池に接続される 4Ωの両端の電圧は 19.2V、20V の電池に接続される 12Ωの両端の電圧は 15.2Vです。前者

の抵抗に流れる電流は 4.8A、後者は 1A以上ですから、合計すると明らかに 2.4A を上回るので不適です。この

ようにして、解答選択肢から逆算した表を作ってみます。 

2Ωに流れる電流 2Ωに発生する電圧 4Ωに流れる電流 12Ωに流れる電流 適不適 

2.4A 4.8V 4.8A 計算するまでもなく不適 

3.2A 6.4V 4.4A 計算するまでもなく不適 

3.6A 7.2V 4.2A 計算するまでもなく不適 

4.0A 8.0V 4.0A 計算するまでもなく不適 

4.6A 9.2V 3.7A 0.9A 適 

解答選択肢 4の、「2Ωに流れる電流が 4.0A」とした場合については、24Vに接続された 4Ωに計算上 4.0Aが流

れることになり、このほかにも 20V に接続された 12Ωからの電流が上乗せされるということから、4Ωの抵抗

に流れる電流を計算した時点で 12Ωに流れる電流を計算するまでもなく不適と判断できます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★★（交流の問題としては標準的） 

共振状態というのは、コイルとコンデンサのリアクタンス値が等しい状態です。したがって、コンデンサのリア

クタンスは 80Ωであり、かつ XLと XCの和はゼロΩとなっています。以上のことから、抵抗の両端に掛かる電圧

は 100V となり、回路に流れる電流は（100／16）[A]となります。コンデンサの両端に発生する電圧は、この回

路電流とリアクタンスを掛けたものですから、(100／16)×80＝500[V]となります。 

※電源電圧が 100V なのに回路中に 500V が発生するのはおかしいのではないか？と思うかもしれません。確か

に直流回路であれば、抵抗の組み合わせ回路の中に電源電圧よりも高い電圧が発生することはありませんが、交

流の場合は電圧や電流の波形が時間で変化するうえコイルとコンデンサでは電圧と電流の波形のタイミングが

互いに 180 度ずれるという性質を持つため、この回路においてはたとえコンデンサの両端に 500Vが発生してい

たとしても、その 500Vと真逆の電圧波形がコイルの両端に発生していることで、回路全体としては電圧関係に

矛盾が起きないようになっています。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★（基本的な知識問題） 

バラクタは「バリアブル・リアクタ」の略で、可変静電容量素子として用いるものです。 

ツェナーダイオードは、逆方向電圧を掛けたときの定電圧特性を利用するものです。 

トンネルダイオードは、別名エサキダイオードとも呼ばれ、順方向の電圧・電流特性の負性抵抗特性を利用す

るものです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（おなじみの定番問題） 

サーキュレーターの中心部にはフェライト磁石が配置され、静磁界を加えることで導波管を伝搬してきた電磁

波の進行方向が変えられることを利用したものです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★★（難しいので後回しでも仕方ない問題） 

抵抗減衰器の各抵抗の値が整数になるように RLを設定し、そこから V1や V2を算出することで減衰比を求める

ことができます。ここでは、RLの値を 3Ωに設定し、V2の値を 3V とします。抵抗減衰器の右上の抵抗は 1Ωで

すから、抵抗減衰器の真ん中の接続点の電圧は 3+1 で 4Vということになります。このとき、抵抗減衰器の真

ん中の抵抗の値が 4Ωであることから、この抵抗には 1A の電流が流れます。したがって、抵抗減衰器の左上の

1Ωには 2A が流れ、ここでの電圧降下が 2Vであることから、V1の値は 4[V]＋2[V]＝6[V]と求まります。以

上のことより、V1：V2は 6：3、つまり 2：1になります。電圧比－2倍は dB にすると－6dB ですから、正解は

選択肢 2と求まります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★（基本問題） 

遠近問題は、基地局から近い移動局からの電波が強力に受信されてしまい、遠方からの電波が受信できなくな

る現象です。これを解消するために、基地局側から移動局の送信電力を遠隔制御し、基地局に到達した電波が

どの移動局も同じレベルになるようにすることで、同一周波数帯に多数の移動局を混在させることができま

す。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★（少し難しそうに見えますが、計算は簡単です） 

QPSK は、一度の変調で 2 進数 2 ビットを伝送できるため、シンボルレートの 2 倍がビットレートです。 

64QAM では、一度の変調で 64点、すなわち 26＝64 より、二進数 6 桁を送ることができるため、シンボルレ

ートはビットレートの 6分の 1 です。以上のことから 20.0 と 8.0 が答えになります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★★（ちょっと難しいように見えるけど単純な計算です） 

とりあえず、定義に沿って計算してみます。 

 

𝐹 = 1 +
𝑇𝑒
𝑇𝑜

= 1 +
1160

273 + 17
= 1 + 4 = 5 

 

つまり、5 倍をデシベルに換算する問題ですから、10dB が 10 倍、－3dB が 1/2 倍であることを用いて 7dB と

計算することができます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★（基本的な知識問題） 

位相検波回路は、入力信号と搬送波との乗算を行います。 

周波数逓倍回路は、入力信号の周波数を 2倍にするものですから、入力信号の位相がπ変化してもBPFの出力

の位相は変わりません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（基本的な知識問題） 

同時に回線品質が劣化する確率が大きい複数の通信系を設定しても障害対策にはなりません。正しくは、「同時

に回線品質が劣化する確率が小さい複数の通信系を設定」です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（定番問題） 

一旦中間周波数に変換するのはヘテロダイン中継方式です。 

再生中継方式は、一旦符号を取り出して波形整形してから再度変調を掛けて送信するため、波形歪み等が累積し

ないという利点があります。 

いずれも頻出の定番問題です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（定番問題） 

オーバーリーチが発生すると、電波が異常に遠方まで伝搬して混信などを発生させますが、電波が直線状に伝

搬することを逆手に取り、中継ルートを直線ではなく曲げて配置することで避けることができます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★★（細かい点に気を付けましょう） 

パルス幅に「反比例」ではなく「比例」です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（定番の易しい問題ですね） 

選択肢 A は PPI 方式、B は RHI 方式です。これらは頻出項目なので必ず覚えておきます。 

山岳や建築物からの反射波は、いつも一定の位置にほぼ一定の強度で発生し変動しないため、信号処理によっ

て除去することができます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★★（知らなきゃできないデシベル計算） 

絶対利得＝相対利得＋2.15dB です。したがって、13.50＋2.15＝15.65dB です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★（基本事項です。知らなかった人は覚えておきましょう） 

放射器の長さは半波長です。通常、半波長ダイポールアンテナが利用されます。 

反射器は、放射器より少し長く誘導性インピーダンスとなります。 

最大放射方向は導波器の方向です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

難易度★★（基本的な知識問題ではあります） 

パラボラアンテナは、一次放射器を回転放物面の焦点に置きます。 

パラボラアンテナに限らず、アンテナは一般に物理的形状が大きいほど高性能（指向性が鋭い）になります。

主反射鏡に回転放物面、副反射鏡に回転双曲面を用いたアンテナはカセグレンアンテナです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★★（計算が面倒） 

A については、選択肢 3 と 4 の式は等方性アンテナに対して単純に利得 G を掛けた値になっていますが、最初

の式は等方性アンテナの電界強度、A は半波長ダイポールアンテナに対する相対利得を求めますから、選択肢 3

と 4の式では矛盾することになります。したがって消去法的に選択肢 1か 2 になります。 

「半波長ダイポールアンテナに対する相対利得が14dB」というのは、20dB－3dB－3dB＝14dBという計算より、

100 倍×0.5 倍×0.5 倍＝25 倍が Gの値です。また、P の値が 4W であることから、 

 

𝐸𝑟 =
7√25 × 4

12500
=
7√5 × 5 × 2 × 2

12500
=

70

12500
= 0.0056 

 

したがって、正解は選択肢 2と求まります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】5 

難易度★（定番問題） 

1：大気の屈折によって、幾何学的見通し距離よりも長くなります 

2：等価地球半径は実際の地球半径よりも大きくなります。 

3：遠方まで伝搬します。 

4：地上からの高さが高いほど減少します。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

難易度★（基本的な知識問題） 

平滑回路は、ダイオードなどで交流成分を整流したあと、そこから直流成分を取り出すための回路です。 

図は、交流側に対して最初にコンデンサが入っているコンデンサ入力型の回路です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

難易度★★（基本的な知識問題） 

①から入力されたマイクロ波の一部が④に伝搬し、②から入力されたマイクロ波の一部は③に伝搬します。 

これらの電力比、すなわち（反射波）÷（進行波）を求めると、電力レベルでの反射係数が求まることになり

ます。したがって、Γの式は選択肢 1か 2 になります。 

SWRの値はΓから求めることができます。式を暗記していなくても、「整合時に SWR=1、完全不整合時に

SWR＝無限大」を知っていればそこから求まります。反射電圧がゼロ、つまりΓ＝0 のときに SWRが 1になる

式は選択肢 1・2の式ともに満たしますが、Γ＝1のときに無限大になる式は選択肢 2 の方です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】4 

難易度★（基本知識ですね） 

これはスペクトラムアナライザ（スペクトルアナライザ）の説明です。 


